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環
境
・
エ
コ

環
境
・
エ
コ

子
ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

おお
ららせせ
知知
今月

のおお
ららせせ
知知

か
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

設
置
を
検
討
し
て
い
る
方
へ

　
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

の
で
、設
置
工
事
を
す
る
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
申
請
者
が
使
用
す
る
一

般
住
宅（
下
水
道
事
業
認
可

区
域
な
ど
は
対
象
外
で
す
）

助
成
金
額

 

・ 

５
人
槽

　
３
３
２
、０
０
０
円

 

・ 

６
～
７
人
槽

　
４
１
４
、０
０
０
円

 

・ 

８
～
10
人
槽

　
５
４
８
、０
０
０
円

□申・□問　
下
水
道
管
理
課

　
（
内
線
５
６
８
９
）

飼
い
犬
の
ふ
ん
を
回
収
し
な
か

っ
た
場
合
、指
導・勧
告
の
対
象

と
な
り
ま
す
！

　
散
歩
中
の
ふ
ん
尿
の
始
末
は

飼
い
主
の
責
任
で
す
。尿
を
洗

い
流
せ
る
よ
う
水
の
入
っ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
袋
な
ど
を
持
参

し
、回
収
後
の
ふ
ん
は
家
庭
の

ト
イ
レ
な
ど
で
処
理
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、他
人
の
建
物
な
ど
へ

の
排
尿
は
止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

「
犬
の
放
し
飼
い
」は
県
の
条
例

で
罰
せ
ら
れ
ま
す
！

　
飼
い
犬
は
道
路
な
ど
に
接
し

な
い
よ
う
、人
の
通
ら
な
い
場

所
に
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し

ょ
う
。

　

散
歩
の
と
き
は
急
な
飛
び
出

し
事
故
な
ど
を
避
け
る
た
め
に
、

必
ず
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
長
さ

の
リ
ー
ド
を
付
け
、歩
行
者
や
車

の
運
転
者
も
安
心
で
き
る
散
歩

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
、

嫌
な
思
い
を
さ
せ
な
い
こ
と

が
、最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

□問　
環
境
課（
内
線
３
３
６
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

道
路
や
公
園
、河
川
敷
な
ど

に
ご
み
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
環
境
を
つ
く
り
、清

潔
で
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、私
た
ち
一
人
一
人
が
周
囲

の
環
境
を
保
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

□問　
環
境
課（
内
線
３
３
６
３
）

　

５
月
30
日（
木
）
～
６
月
５

日（
水
）は
、「
ご
み
減
量・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
週
間
」で
す
。

　
「
循
環
型
社
会
」を
つ
く
る
た

め
に
、３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

ご
み
を
減
ら
そ
う
。必
要
以

上
に
買
わ
な
い
、も
ら
わ
な

い
。

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

繰
り
返
し
使
お
う
。別
の
使

い
道
も
考
え
て
み
よ
う
。

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク

ル
）再

び
資
源
と
し
て
利
用
し
よ

う
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
ご
み
減
量

の
ま
ち
い
し
の
ま
き
」を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
３
）

　
カ
ラ
ス
は
エ
サ
を
求
め
て
ご

み
集
積
所
に
集
ま
り
、ご
み
を

散
乱
さ
せ
ま
す
の
で
、次
の
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

エ
サ
と
な
る
生
ご
み
を
、で

き
る
だ
け
減
ら
す
。

 

・ 

生
ご
み
は
不
要
に
な
っ
た
紙

な
ど
で
包
み
、外
か
ら
見
え

な
い
よ
う
に
指
定
袋
の
真
ん

中
に
入
れ
る
。

 

・ 

収
集
日
の
午
前
８
時
30
分
ま

で
に
集
積
所
に
出
す（
前
日

の
夜
に
は
出
さ
な
い
）。

※
対
策
し
て
も
被
害
に
遭
う
場

合
は
、防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
の

使
用
も
有
効
で
す
。

□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
３
）

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
は
、

菓
子
箱
や
封
筒
な
ど
、リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙「
雑
が
み
類
」が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

雑
が
み
類
を
分
別
し
、リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

雑
が
み
類
の
出
し
方

 

・ 

専
用
収
集
袋
で
出
す
。

 

・ 

紙
袋
で
出
す
。

 

・ 

紙
ひ
も
で
縛
っ
て
出
す
。

□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
３
）

　
５
月
30
日（
木
）～
６
月
５
日

（
水
）は｢

全
国
ご
み
不
法
投
棄

監
視
ウ
イ
ー
ク｣

で
す
。

　
空
き
地
や
一
般
家
庭
ご
み
の

集
積
所
へ
、産
業
廃
棄
物
や
粗

大
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

不
法
投
棄
禁
止
違
反
は
、５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
、１
、

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、ま

た
は
併
科
に
処
せ
ら
れ
る
犯
罪

行
為
で
す
。

　

も
し
、不
法
投
棄
が
行
わ
れ

て
い
る
現
場
を
目
撃
し
た
ら
、

す
ぐ
警
察
に
１
１
０
番
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
の
際
は
、場
所
、時
間
、

車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
控
え
て

い
た
だ
く
と
、投
棄
者
が
特
定

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
物
に
関
す
る
情
報

は
、お
近
く
の
警
察
署
ま
た
は

交
番・駐
在
所
、も
し
く
は
廃
棄

物
対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
５
）

　
浄
化
槽
は
、保
守
点
検・清
掃

お
よ
び
年
１
回
の
法
定
検
査
を

行
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

保
守
点
検
と
は

　
機
器
な
ど
の
調
整
や
故
障

が
な
い
か
の
確
認
、消
毒
薬

の
補
充
、害
虫
の
駆
除
な
ど

で
す
。

清
掃
と
は

　
汚
泥
な
ど
の
吸
引
や
機
器

類
の
洗
浄
清
掃
な
ど
で
す
。

法
定
検
査
と
は

　

放
流
水
が
適
正
に
放
流
さ

れ
て
い
る
か
、保
守
点
検
や
清

掃
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

　
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
給

す
る
方
は
、毎
年
６
月
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
月
～
５
月
分
の
児
童
手
当

は
、６
月
10
日（
月
）に
振
り
込

み
ま
す
。

□申・□問　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

児
童
手
当
の
現
況
届

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

ご
み
集
積
所
の
カ
ラ
ス

対
策
に
ご
協
力
を

雑
が
み
類
の
分
別
に

ご
協
力
を

サービス名 概　　　　　要

老人日常生活用具給付等事業
援護が必要な高齢の方に、電磁調理器などの日常生活用具を給付し
ます。対象用具によって限度額が異なります（限度額を超えた金額
は、自己負担）。　※購入前に申請が必要です。

外出支援サービス 公共交通機関を利用することが困難な高齢の方に、通院などのため
に利用する寝台車などのタクシー料金の一部を助成します。

ひとりぐらし老人等緊急通報
システム事業

一人暮らしの高齢の方などに、緊急通報システム機器を設置し、急病
などの緊急事態に迅速な対応を行います。

寝具洗濯乾燥消毒サービス事業 寝具の衛生管理が困難な高齢の方に、寝具の洗濯、乾燥、消毒のサー
ビスを行います。

訪問理美容サービス事業 理容・美容店の利用が困難な高齢者の自宅を訪問し、理容、美容の
サービスを行います。

バリアフリー住宅普及促進事業 手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修資金の助成を行いま
す。　※着工前に申請が必要です。

生きがいデイサービス事業 家に閉じこもりがちな高齢の方を対象に、公共施設などで「集いの
場」と趣味製作などの「活動の場」を提供します。

□問 　市内地域包括支援センター、ご利用の居宅介護支援事業者、市福祉総務課（内線2453）
　　各総合支所保健福祉課

「食」の自立支援事業
心身、環境の要件が、日常の食生活において支援が必要である高齢
の方に、栄養バランスのとれた食事を届けるとともに、安否確認を
行います。

介護用品支給事業 在宅で高齢者を介護している家族の方に、紙おむつ、尿取りパット
などの介護用品支給券を支給します。

□問 　市内地域包括支援センター、ご利用の居宅介護支援事業者、市介護保険課（内線2445）、
　　各総合支所保健福祉課

　在宅高齢者の方の日常生活を支援するため、介護保険サービスとは別に、次のような福祉サー
ビスを行っています。サービスにより利用者負担などの要件がありますので、詳しくは問い合
わせください。

児童扶養手当
　次のいずれかに該当する18歳の年度末までの児童（または、20
歳未満の政令で定める程度の障害の状態にある方）を監護してい
る母、児童を監護し生計を同じくする父、父母に代わってその児童
を養育している方に支給されます。
※遺族年金などの公的年金を受け取る資格がある方は、年金額が
児童扶養手当額より低い場合に、その差額分の児童扶養手当が
支給されます。

※施設入所者などは手当が支給されません。
対象
◦父母が婚姻を解消し、父または母と生計を同じくしていない
児童

◦父または母が死亡した児童
◦父または母が重度の障害者である児童
◦父または母の生死が明らかでない児童
◦父または母から１年以上遺棄されている児童
◦父または母がＤＶ防止および被害者保護に関する法律の規
定による保護命令を受けた児童

◦父または母が法令により１年以上拘禁されている児童
◦婚姻によらないで生まれた児童
◦父・母ともに不明である児童（孤児など）

※手当を受給してから５年経過したときまたは、支給要件である
離婚や死別などから７年経過したときは、手当額の一部が支給
停止となる場合があります。

母子・父子家庭医療費
　母子・父子家庭を対象に医療費を助成する制度です。
　健康保険などにより、本人の負担する額から、入院の場合は、１
件2,000円（食事療養費除く）、外来の場合は、１件1,000円を差し
引いた金額を助成します。ただし、高額医療費または、付加給付金
が支給される場合は、その額を差し引きます。
※いずれの制度も所得制限があります。
□申 ・ □問　子育て支援課（内線2512）・各総合支所保健福祉課

高齢者福祉サービスのお知らせ

ご存じですか？児童扶養手当・
母子父子家庭医療費助成制度

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
の
保
守
点
検
を

愛
犬
家
の
皆
さ
ま
へ

６
月
は
環
境
月
間
で
す
！

児童扶養手当月額
〈本体額〉
　全部支給 ４２，９１０円
　一部支給 ４２，９００円～１０，１２０円
〈第２子加算額〉
　全部支給 １０，１４０円
　一部支給 １０，１３０円～５，０７０円
〈第３子以降加算額〉
　全部支給 ６，０８０円
　一部支給 ６，０７０円～３，０４０円
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対
象　
市
内
の
耕
作
農
地
で
就

農
す
る
認
定
新
規
就
農
者
お

よ
び
経
営
開
始
後
５
年
以
内

の
認
定
農
業
者

申
込
方
法　
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

□申・□問　
農
林
課

　
（
内
線
３
５
５
８
）

　

農
業
者
年
金
受
給
の
た
め

に
、毎
年
現
況
届
が
必
要
で
す
。

　
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年

金
や
特
例
付
加
年
金・
農
業
者

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、現
況
届
を
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、５
月
末

に
送
付
し
ま
し
た
。

提
出
先　
農
業
委
員
会・
農
林

課・
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
提
出
期
間　

６
月
３
日（
月
）

～
28
日（
金
）

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

11
月
の
支
払
い
か
ら
提
出
さ

れ
る
ま
で
の
間
、年
金
の
支

払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
農
業
委
員
会

　
☎
６
２－

４
８
２
６

　
年
金
の
予
約
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

予
約
の
際
は
、基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金

証
書
を
準
備
し
、相
談
希
望
日

の
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
石
巻
年
金
事
務
所

☎
２
２－

５
１
１
８（
予
約
専
用
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０－

０
５－

１
１
６
５

□問　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
３
）

　
住
民
票
の
申
請
を
代
理
人
に

依
頼
す
る
場
合
は
、本
人
の
委

任
状
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、住
民
票
コ

ー
ド
入
り
の
住
民
票
を
代
理
人

が
申
請
す
る
場
合
は
、委
任
状

が
必
要
な
ほ
か
、窓
口
で
の
交

付
は
で
き
な
い
た
め
、本
人
の

住
民
登
録
地
へ
郵
送
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。そ
の
際
の
郵
送

料
は
、本
人
負
担
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、住
民

票
コ
ー
ド
入
り
の
住
民
票
は
、

法
律
に
よ
り
使
用
目
的
が
限
ら

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

□問　
市
民
課（
内
線
２
３
１
８
）

　
公
共
下
水
道
事
業
の
受
益
者

負
担
金（
分
担
金
）と
は
、下
水

道
施
設
建
設
事
業
費
の一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
新
た
に
賦
課
対
象
と
し
て
定

め
た
区
域
で
対
象
と
な
る
方

に
、「
受
益
者
申
告
書
」を
送
付

し
ま
す
の
で
、内
容
を
確
認
の

上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。本
年

度
の
新
た
な
賦
課
区
域
に
つ
い

て
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
農
業
集
落
排
水
事
業

な
ど
の
受
益
者
分
担
金
に
も
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問　
下
水
道
管
理
課

　
（
内
線
５
６
９
６
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
を
図

る
た
め
、創
造
的
事
業
を
行
う

事
業
者
に
対
し
て
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
事
業
者（
個
人
の
場
合
は
、

市
内
に
住
所
お
よ
び
事
業
所

を
有
し
て
い
る
方
）で
対
象

事
業
を
行
う
方

申
込
方
法　
事
業
着
手
の
14
日

前
ま
で
に
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

□申・□問　
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
３
）

　
６
月
23
日（
日
）～
29
日（
土
）

は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で

す
。

　

令
和
元
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
、「
男
女
共
同
参

『
学
』」・「
知
る 

学
ぶ 

考
え

る 

私
の
人
生 

私
が
つ
く
る
」で

す
。

　
個
人
と
し
て
の
生
き
方
が
尊

重
さ
れ
、生
き
生
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
に
つ
い
て
、一
人
一
人
が
関

心
を
持
ち
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

□問　
地
域
協
働
課

　
（
内
線
４
２
３
３
）

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

　
通
学
路
な
ど
の
道
路
に
面
し

た
高
さ
１
㍍
以
上
の
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
を
除
却
な
ど
す
る

場
合
、費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
耐
震

診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

※
希
望
者
の
み
。用
途
、構
造
に

制
限
有
り
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成

事
業

　
市
の
助
成
に
よ
る
耐
震
診
断

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
耐
震
改
修

計
画
に
基
づ
く
耐
震
改
修
工

事
、ま
た
は
建
て
替
え
工
事
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
込
期
限　
全
て
の
事
業
が
12

月
６
日（
金
）

工
事
完
了
期
限
　

　
令
和
２
年
１
月
31
日

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

□申・□問　
建
築
指
導
課

　
（
内
線
５
６
７
９
）

交
付
制
度
の
受
付
開
始

　
地
域
に
お
け
る
防
犯
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、町
内
会
な
ど

が
設
置
す
る
防
犯
灯
の
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
の
新
規
設
置
や
交
換
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
申
請
の
受

け
付
け
を
６
月
３
日（
月
）か
ら

開
始
し
ま
す
。

　
電
気
料
金
に
対
す
る
補
助
金

は
、９
月
２
日（
月
）か
ら
交
付

申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

申
込
方
法　
申
請
書
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
で
取
得

し
、直
接
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

対
象

 

・ 

地
域
の
防
犯
を
目
的
と
し
て

町
内
会
な
ど
が
設
置
し
、維

持
管
理
を
行
う
防
犯
灯

 

・ 

新
規
設
置・交
換
の
場
合
は
、

電
力
柱
、電
信
柱
ま
た
は
単

独
柱
に
電
灯
を
取
り
付
け
た

定
額
灯
。ま
た
、灯
具
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で
、自
動
点
滅
器
を
取
り

付
け
た
も
の
。

 

・ 

新
規
設
置
の
場
合
は
、他
の

防
犯
灯
な
ど
と
の
設
置
間
隔

が
お
お
む
ね
40
㍍
以
上

□申・□問　
防
災
推
進
課

　
（
内
線
４
１
７
４
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
産
業
振
興
と
雇
用
の
拡
大
の

た
め
助
成
金
の
拡
充
と
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

事
業
継
続
対
策
助
成
制
度
新
設

　
二
線
堤
の
海
側
や
半
島
沿
岸

部
の
低
平
地（
災
害
危
険
区
域

に
限
る
）に
立
地
す
る
場
合
、災

害
時
な
ど
で
も
事
業
が
継
続

で
き
る
よ
う
な
設
備
投
資・
備

蓄
品
購
入
な
ど
に
要
し
た
経
費

の
50
％
相
当
額（
限
度
額
１
、

５
０
０
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

上
水
道
料
金
助
成
金
の
拡
充

　

対
象
区
域
を
拡
充
し
、助
成

率
を
50
％
、助
成
限
度
額
を
年

間
１
、０
０
０
万
円
に
拡
充
し

ま
し
た
。

環
境
対
策
設
備
助
成
金
見
直
し

　

助
成
率
を
対
象
経
費
の

50
％
、交
付
限
度
額
を
１
、

５
０
０
万
円
に
改
め
ま
し
た
。

※
９
月
30
日（
月
）ま
で
に「
指

定
企
業
者
申
請
」を
受
け
付

け
た
分
は
、前
の
制
度（
助
成

率
１
０
０
％
、交
付
限
度
額

３
、０
０
０
万
円
）を
適
用
し

ま
す
。

指
定
企
業
者
の
対
象
業
種
拡
充

　
運
輸
に
付
帯
す
る
サ
ー
ビ
ス

業
、卸
売
業
な
ど
の
業
種
を
追

加
し
ま
し
た
。

□問　
産
業
推
進
課

　
（
内
線
３
５
４
４
）

　
創
業（
第
二
創
業
を
含
む
）を

行
う
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め

の
補
助
制
度
で
す
。

対
象

 

・ 

地
域
の
需
要
や
雇
用
を
支
え

る
事
業
を
市
内
で
起
こ
す
方

 

・ 

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に

創
業
し
た
、ま
た
は
創
業
予

定
の
個
人・個
人
事
業
主・会

社・企
業
組
合・協
業
組
合
も

し
く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

 

・ 

特
定
創
業
支
援
事
業（
創
業

開
成
塾
）の
支
援
を
受
け
、市

の
発
行
す
る
証
明
書
の
交
付

を
受
け
た
方

※
補
助
金
交
付
に
は
審
査
が
あ

り
ま
す
。

□申・□問　
産
業
推
進
課

　
（
内
線
３
５
４
５
）

　
農
畜
産
物
の
新
た
な
販
路
開

拓
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象　
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
農
業
生
産
者
が
組
織
す
る

団
体
お
よ
び
組
合

事
業
内
容

 

・ 

市
外
の
展
示
会
、見
本
市
な

ど
に
参
加
お
よ
び
出
展
す
る

事
業

 

・ 

市
外
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
設
置
お
よ
び
運
営
事
業
な

ど
申
込
方
法　
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

□申・□問　
農
林
課

　
（
内
線
３
５
５
３
）

　
新
規
就
農
者
な
ど
の
農
地
取

得・
借
入
費
用
や
農
業
用
機
械

導
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対象事業・区分 助　　成　　額

人材育成事業 対象経費の1/2以内（交付限度額50万円。
ただし、１日につき10万円を上限とする）

研究開発事業 対象経費の1/2以内（交付限度額250万円）

情報提供事業 対象経費の1/2以内（交付限度額50万円）

知的財産等
取 得 事 業 対象経費の1/2以内（交付限度額50万円）

補助金名称 防犯灯新規設置費補助 防犯灯交換費補助 防犯灯電気料金補助

補助内容 経費の全額を補助
（１灯当たり上限60,000円）

経費の全額（ただし、２回目
以降の交換については５割）
を補助
（１灯当たり上限20,000円）

町内会等の直近の年度の決算
額における管理する全ての防
犯灯の電気料金を５割補助

受付開始 ６月３日（月） ９月２日（月）

年
金
の
予
約
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
！

代
理
人
に
よ
る

住
民
票
の
請
求

産
業
創
造
助
成
金
制
度

の
お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
な
ど
の

受
益
者
負
担
金
制
度

男
女
共
同
参
画
社
会
を

推
進
し
て
い
ま
す

建
築
物
等
耐
震
対
策

助
成
事
業

石
巻
市
企
業
立
地
等
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

石
巻
市
創
業
支
援
補
助

制
度
の
お
知
ら
せ

農
業
者
年
金
の
現
況
届

は
忘
れ
ず
に
提
出
を
！

農
畜
産
物
の
販
路
開
拓

支
援
し
ま
す

防
犯
灯
維
持
管
理
等
補
助
金

　露店を出店する予定の方で対象火気器具を使用する場合、石巻消防署予防係まであらかじめ
必要書類を提出の上、火災予防に努めてください。
対象の火気器具
　ガスコンロ・業務用グリドル・発電機・移動式ストーブ・カセットコンロ・炭焼き器など
カセットコンロの取り扱いの注意点
・カセットボンベ容器カバーを覆うような大きな調理器具は使用しない。
・２台以上並べて使用しない。
・炭の火おこしをしない。
ガソリン携行缶の取り扱いの注意点
・直射日光の当たる場所や高温になる場所、火気器具の付近で保管しないこと。
・周囲の安全を確認すること。
・携行缶や発電機などの蓋を開ける前にエンジンを停止すること。
・携行缶の蓋を開ける前に必ずエア抜きをすること。
・ガソリンの噴出に注意すること。

火災が発生したら、初期消火と１１９番通報を!!
□申 ・□問 　石巻消防署予防係　☎95-7112
　　□問 　川開き祭り実行委員会火災予防部（市ICT総合推進室内　内線4255）

川開き祭りに露店を出店される皆さんへ

新
規
就
農
者
を
支
援
し
ま
す
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応
職員
縁
全国からの全国からの

「住まいの復興給付金」申請相談会

と　　き ところ
６月14日（金）

午前10時～午後4時 市役所５階市民サロン前
７月７日（日）

と　　き ところ
６月14日（金）

午前10時～午後4時 市役所５階市民サロン前
７月７日（日）

□問　住まいの復興給付金事務局コールセンター
　　☎ 0120-250-460（通話無料）　午前 9時～午後 5時（土日・祝日を除く）
　　市生活再建支援課（内線 3955）

　東日本大震災で被災した住宅（借家を除く）の所有者が、平成26年４月の消
費税率８％引き上げ以降に、住宅を建築・購入、または補修（工事費が税抜100
万円以上）し、その後居住する場合に、消費税増税分相当（建築・購入の場合、最
大約90万円）の給付が受けられる制度です。
※申請は、住宅の引渡日から１年以内にしてください。
　（令和３年12月31日までに引き渡された住宅が対象）
※次の場合は申請対象外です。
被災時に住宅を所有していなかった場合／賃貸にお住まいだった場合／
消費税率５％で建築・購入、あるいは補修を行っている場合

相談内容　給付の可否、申請書の記入方法、必要書類、作成済み書類の確
認など

　　　　　※会場では申請書の提出はできません。

　住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）は、震災により被害を受けた方が、
住宅の再建・補修をするための融資（建設・購入の場合は当初５年間の金利
０％）について、相談会を行っています。
　また、地元金融機関の住宅ローンに関する相談も可能な場合があります。

「災害復興住宅融資」無料相談会

□申 ・□問　住宅金融支援機構お客様コールセンター
　　　　☎0120-086-353（通話無料）　午前9時～午後5時（祝日を除く）
　　□問　市生活再建支援課（内線 3955）

要電話予約

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

防災「合言葉」受賞作品防災「合言葉」受賞作品
優  

秀  

賞

平成30年度石巻市学校防災推進会議

空間放射線量の測定結果� （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）

測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、市立高等学校（敷地） 0.0６～0.10 ４/４～４/2５

市立保育所、私立幼稚園、私立保育園 （敷地） 0.04～0.0８ ４/３～４/２５

公共施設等（ホットスポット調査） 0.0５～0.09 ４/４～４/2５

牡鹿地区集落 0.0５～0.1６ ４/８～４/１６

６
月
11
日（
火
）午
後
３
時
ご
ろ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・
23

㍃
シ
ー
ベ

ル
ト

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
放
射
線
量
の
測

定
を
行
っ
た
結
果
、
測
定
地
点

の
全
て
で
、
健
康
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
数
値
は
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

空
間
放
射
線
量

４
月
の
測
定
結
果

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡

易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

□問　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
６
）

国土交通省
「川の防災情報」

　
平
成
31
年
度
の
自
動
車
税
は
、

納
期
限
は
５
月
31
日
で
し
た
。

　

未
納
の
方
は
、早
急
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。納
税
に
つ
い

て
の
ご
相
談
は
、早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

□問　
県
東
部
県
税
事
務
所

　
☎
９
５－

１
５
２
０（
代
）

　

平
成
31
年
度
の
市・
県
民
税

の
納
税
通
知
書
を
６
月
10
日

（
月
）に
納
税
義
務
者・
納
税
貯

蓄
組
合
長
に
送
付
し
ま
す
。納

期
内
に
納
め
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、平
成
31
年
度
の
課
税

（
非
課
税
）証
明
書
は
６
月
10
日

（
月
）か
ら
発
行
し
ま
す
。

□問　
市
民
税
課

　
課
税
に
つ
い
て

　
（
内
線
３
０
９
６
）

　
証
明
に
つ
い
て

　
（
内
線
３
１
０
１
）

　
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
で

住
宅
再
建（
建
設・購
入
、補
修
）

を
し
た
、ま
た
は
、予
定
し
て
い

る
世
帯
で
、加
算
支
援
金
以
外

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
な
い

世
帯
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象



・

住
宅
再
建
事
業
補
助
金



・

津
波
浸
水
区
域
被
災
住
宅
小

規
模
補
修
補
助
金（
要
事
前

相
談
※
半
壊
を
除
く
）

□申・□問　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
７
）

　
未
申
請
世
帯
は
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限　
令
和
２
年
４
月
10

日
支
給
対
象　
り
災
証
明
書
が
大

規
模
半
壊
以
上
で
住
宅
再
建

（
建
設・
購
入
、補
修
、賃
借
）

の
契
約
が
済
ん
で
い
る
世
帯

※
賃
借
に
関
し
て
は
公
営
住
宅

を
除
く
。

※
申
請
、受
給
済
み
の
世
帯
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

□申・□問　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
３
９
５
５
）

　
震
災
で
住
居
な
ど
を
移
転
再

建
す
る
方
の
負
担
軽
減
の
た

め
、特
例
措
置
と
し
て
加
入
金

を
免
除
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
給
水
区
域
内（
石
巻
市・東
松

島
市
内
）に
お
い
て
、震
災
に
よ

り
住
居
な
ど
が
被
災
し
た
方

で
、移
転
再
建
す
る
際
に
、新
た

な
給
水
装
置
を
設
置
す
る
と
同

時
に
被
災
し
た
場
所
の
給
水
装

置
の
廃
止
手
続
き
を
す
る
方

※
建
売
住
宅
や
中
古
住
宅
な

ど
、す
で
に
加
入
手
続
き
済

み
の
物
件
を
購
入
の
場
合

は
、免
除
の
対
象
外
で
す
。

免
除
期
限

　
令
和
３
年
３
月
31
日

□申・
□問　

石
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
給
水
課

　
☎
９
５－

６
７
０
７

　
震
災
に
よ
り
直
接
被
害
を
受

け
た
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、被
災
し
た
施
設
な
ど
の

復
旧
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象


・
震
災
時
市
内
で
事
業
を
営
ん

で
い
た
方（
個
人
事
業
の
方

は
、震
災
時
に
市
内
に
居
住

し
て
い
た
方
）で
、市
内
で
事

業
を
再
開
ま
た
は
継
続
す
る

方



・

施
設
が
大
規
模
半
壊
以
上
の

被
害
を
受
け
た
方



・

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
に
未
納
が
な
い
方



・

施
設
な
ど
の
復
旧
に
係
る

国・
県
等
の
補
助
金
を
受
け

て
い
な
い
方



・

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に

復
旧
を
完
了
し
、実
績
報
告

を
提
出
で
き
る
方（
す
で
に

復
旧
を
終
え
て
い
る
場
合
も

可
）

※
す
で
に
同
制
度
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　

施
設
な
ど
の
復

旧
に
要
し
た
経
費（
税
抜
で

20
万
円
以
上
）の
２
分
の
１

以
内（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

※
補
助
金
交
付
の
申
請
は
、１

事
業
者
に
つ
き
１
施
設
ま
で
。

受
付
期
間　

６
月
３
日（
月
）

～
14
日（
金
）

□申・□問　
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
３
）

　
北
上
川
下
流・旧
北
上
川・江

合
川
で
氾
濫
の
危
険
が
高
ま
っ

た
時
に
、緊
急
速
報
メ
ー
ル
で

そ
の
周
辺
に
い
る
人
に
氾
濫
の

危
険
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
が

自
動
で
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

水
位
な
ど
の
情
報
は「
川
の

防
災
情
報
」で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□問　
国
土
交
通
省
北
上
川
下
流

河
川
事
務
所

　
☎
９
４－

９
８
５
４

　
６
月
１
日（
土
）～
10
日（
月
）

は「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
」で
す
。

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、警

察
、消
防
、救
急
用
な
ど
、生
活

の
安
心・安
全
の
確
保
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。不
法
電
波
は
、通
信

を
妨
害
し
、私
た
ち
の
生
活
や
、

人
命
の
安
全
を
脅
か
し
ま
す
。

　
電
波
の
混
信・妨
害
が
あ
っ
た

と
き
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問　
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

☎
０
２
２－

２
２
１－

０
６
４
１

生
き
生
き
暮
ら
せ
る
街
に

　
今
年
４
月
か
ら
乳
児
健
診
な
ど

の
母
子
保
健
業
務
や
、復
興
公
営

住
宅
入
居
者
の
方
の
健
康
調
査
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。３
月
ま
で

は
桐
生
市
役
所
の
長
寿
支
援
課
で

介
護
認
定
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

桐
生
に
は
海
が
な
い
の
で
、石

巻
で
は
新
鮮
な
魚
を
味
わ
え
る
の

が
う
れ
し
い
で
す
。生
ま
れ
て
初
め

て
ク
ジ
ラ
の
刺
し
身
も
味
わ
い
、そ

の
お
い
し
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
は
高
校

卒
業
直
後
で
、そ
の
当
時
か
ら「
被

災
地
の
た
め
に
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
し
た
い
」と
思
っ
て
い
ま
し

た
。震
災
か
ら
８
年
余
り
が
経
過

し
た
現
在
、公
営
住
宅
入
居
者
の

心
の
ケ
ア
や
孤
独
死
対
策
な
ど
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。住
民
の
皆

さ
ん
が
互
い
に
支
え
合
い
、生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
街
に
な
る
た
め

に
、少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

健康推進課

三
み
浦
うら
真
ま
友
ゆ
子
こ
さん（26）

群馬県桐生市から派遣

和渕小学校１年 齋
さいとう

藤　友
ゆうしん

心

「ひなんして！」
　　いのちのリレー　つなげよう

住
宅
再
建
補
助
金
の
相
談

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

震
災
移
転
再
建
時
に
水
道

加
入
金
が
免
除
さ
れ
ま
す

石
巻
市
中
小
企
業
復
旧
支

援
事
業
補
助
金（
第
１
回
）

洪
水
情
報
が
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
発
信
！

不
法
電
波
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

自
動
車
税
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

市 

・ 

県
民
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
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勤
務
内
容　
小
学
校
の
長
期
休

業
期
間（
夏・冬・春
休
み
）放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す

る
児
童
の
保
育
や
指
導
な
ど

の
補
助

勤
務
期
間

 

・ 

夏
季
休
業
期
間

　
７
月
21
日
～
８
月
25
日

 

・ 

冬
季
休
業
期
間

　
12
月
24
日
～
１
月
７
日

 

・ 

学
年
末
休
業
期
間

　
３
月
25
日
～
31
日

 

・ 

学
年
始
休
業
期
間

　
４
月
１
日
～
７
日

勤
務
時
間　
午
前
８
時
～
午
後

６
時
の
う
ち
６
時
間
45
分

（
土
日・祝
日
を
除
く
）

勤
務
場
所　
市
内
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ

応
募
資
格　
保
育
業
務
経
験
ま

た
は
子
育
て
経
験
の
あ
る
方

定
員　
20
人
程
度

賃
金　
時
給
８
４
０
円

登
録
方
法　
短
期
補
助
員
登
録

申
請
書
を
子
ど
も
保
育
課・

各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
ま

た
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
し
、履
歴
書
を
添
え
て

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
子
ど
も
保
育
課

　
（
内
線
２
５
２
６
）

内
容　
夏
休
み
期
間
中
の
学
校

プ
ー
ル
監
視

と
き　
７
月
22
日（
月
）～
８
月

23
日（
金
）

と
こ
ろ　
市
内
の
各
小・
中
学

校
対
象　
18
歳
以
上（
高
校
生
を

除
く
）で
泳
げ
る
方

定
員　
小・中
学
校
各
１
人

料
金　
日
額
５
、０
４
０
円

　
（
６
時
間
勤
務
）

申
込
方
法　
希
望
す
る
各
小・

中
学
校
へ
直
接
ま
た
は
、電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
６
月
28
日（
金
）

□申・□問　
各
小・中
学
校

　
教
育
総
務
課（
内
線
５
０
１
７
）

　
市
内
企
業
５
社
に
よ
る
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

や
、企
業
ブ
ー
ス
で
の
個
別
面

談
を
行
い
ま
す
。

と
き　
６
月
13
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
（
受
付
開
始
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　
か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン

タ
ー（
か
わ
べ
い
）

参
加
企
業　
㈱
イ
ー
ビ
ス
藻
類

産
業
研
究
所
、㈱
ス
イ
シ
ン
、

�福

和
仁
福
祉
会
、㈱
ウ
ェ
ル

フ
ァ
ム
フ
ー
ズ
、㈱
Ｉ・Ｄ・Ｆ

※
要
電
話
予
約（
当
日
参
加
可
）

□申・□問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻

　
☎
９
５－

０
１
５
８

　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
６
）

　

市
内
に
居
住
す
る
、60
歳
以

上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
る
事
が
で
き
ま
す
。

と
き　
６
月
19
日（
水
）・
26
日

（
水
）午
前
９
時（
受
付
開
始　

午
前
８
時
40
分
）

と
こ
ろ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
南
中
里
三
丁
目
14－

３
）

入
会
時
に
必
要
な
も
の

　
年
会
費（
３
、０
０
０
円
）、印

鑑
、健
康
保
険
証
、七
十
七
銀

行
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
の
い
ず
れ
か
の
通
帳

□問　
（
公
社
）シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

　
☎
９
４－

３
６
８
３

　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
６
）

　
仕
事
の
探
し
方
や
地
域
の
求

人
状
況
、職
業
相
談
な
ど
就
職

に
関
す
る
相
談
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ

 

・ 

６
月
４
日（
火
）県
合
同
庁
舎

４
階
４
０
１
会
議
室

 

・ 

６
月
11
日（
火
）河
北
総
合
支

所

 

・ 

６
月
18
日（
火
）河
南
総
合
支

所

 

・ 

６
月
25
日（
火
）桃
生
公
民
館

※
全
て
午
前
10
時
～
午
後
３
時

□問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻

　
☎
９
５－

０
１
５
８

　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
６
）

　

町
内
会（
行
政
区
）、各
種
団

体
な
ど
の
要
望
に
応
じ
て
、市

長
が
出
席
す
る
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
政
の
課
題
、施
策
な
ど
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
、市

政
の
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
開
催
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
調
整
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
秘
書
広
報
課

　
（
内
線
４
０
２
２
）

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
清
掃

や
奉
仕
活
動
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
き
た
、作
品
や
指
導
を
通

し
て
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
て
き
た
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

尽
力
し
て
き
た
…
な
ど
、そ
の

功
績
が
特
に
優
れ
、郷
土
の
誇

り
と
し
て
認
め
ら
れ
る
方
を
、

市
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま

す
。皆
さ
ん
の
周
り
に
い
る
方

を
ぜ
ひ
、推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象（
お
お
む
ね
12
年
以
上
活

動
し
て
い
る
方
）

 

・ 

社
会
福
祉
事
業
に
尽
力
し
た

方

 

・ 

市
民
の
健
康
増
進
、衛
生
思

想
の
普
及
発
達
に
尽
力
し
た

方

 

・ 

産
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
し

た
方

 

・ 

道
路
の
愛
護
、公
園
広
場
の

整
備
そ
の
他
の
建
設
事
業
に

尽
力
し
た
方

 

・ 

芸
術
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
興

隆
に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た

方

 

・ 

篤
行
者
で
一
般
の
模
範
と
な

る
方

推
薦
方
法

 

・ 

個
人
ま
た
は
各
団
体（
町
内

会
や
組
合
な
ど
）の
推
薦
が

必
要
で
す
。

 

・ 

推
薦
書
類
を
各
関
係
課・
各

総
合
支
所
関
係
課・各
支
所・

秘
書
広
報
課
ま
た
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
、各

関
係
課
の
窓
口
へ
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
部
数

　
各
２
部（
１
部
コ
ピ
ー
可
）

提
出
期
限　
６
月
18
日（
火
）

□問　
秘
書
広
報
課

　
（
内
線
４
０
１
４
）

　

市
の
友
好
都
市
で
あ
る「
中

国・温
州
市
」へ
の
市
民
訪
問
団

員
を
募
集
し
ま
す
。日
中
双
方

の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

訪
問
地
域　
中
国・
温
州
市
内

ほ
か

渡
航
期
間　
10
月
下
旬（
６
日

間
程
度
）

対
象　
市
に
在
住
の
18
歳
以
上

の
方

定
員　
10
人
程
度

申
込
期
間　
６
月
20
日（
木
）～

７
月
19
日（
金
）

　
※
必
着

補
助
額　
一
人
最
大
７
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
用
紙
で
、郵
送
ま
た

は
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□申・□問 　
地
域
振
興
課

　
（
内
線
４
２
４
６
）

　
大
型
外
国
客
船
の
石
巻
港
寄

港
に
伴
い
、多
く
の
外
国
人
観

光
客
が
街
な
か
を
訪
れ
ま
す
の

で
、観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

入
港
予
定
日　
７
月
28
日（
日
）

　
・
８
月
21
日（
水
）・
９
月
10

日（
火
）

内
容　
か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ

ー
周
辺
で
の
街
な
か
ガ
イ
ド

や
、通
訳
な
ど（
特
別
な
資
格

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

□問 　
石
巻
観
光
協
会　

　
☎
９
３－

６
４
４
８

　
市
観
光
課

　
（
内
線
３
５
３
３
）

　
磯
の
観
察
会
と
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
６
月
22
日（
土
）

　
正
午
～
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　
大
室
漁
港（
北
上
町

十
三
浜
）

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内

に
通
勤
、通
学
し
て
い
る
小

学
生
以
上
の
方（
小
学
２
年

生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
30
人〔
先
着
〕

申
込
方
法　
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
必
要
事

項（
受
講
希
望
の
旨
、住
所
、

氏
名・
ふ
り
が
な
、年
齢
、性

別
、職
業・
学
校
名
、電
話
番

号
）を
記
入
の
上
、申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
６
月
19
日（
水
）

□申・□問 　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
環
境
課（
内
線
３
３
６
８
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
２
２－

６
１
２
０

isenv@
city.ishinom

aki.
lg.jp

　

新
た
に
犬
を
飼
っ
た
方
、ま

だ
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、必

ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
集
合
注
射
で
接
種
で
き
な
か

っ
た
方
は
、動
物
病
院
で
必
ず

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　
「
実
施
猶
予
証
明
書
」を
交
付

さ
れ
た
方
は
、届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
は
、狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、違
反
す

る
と
、罰
則
が
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
登
録
内
容
に
変
更
の
あ
る
方

は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

□申・□問　
環
境
課

　
（
内
線
３
３
６
３
）

　
11
月
17
日（
日
）に
開
催
す
る

石
巻
地
区
青
年
文
化
祭
の
企
画

運
営
に
参
加
す
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

と
き　
６
月
～
12
月

　
午
後
７
時（
10
回
程
度
）

と
こ
ろ　
県
石
巻
合
同
庁
舎
他

対
象　
18
歳
以
上

　
（
高
校
卒
業
以
上
の
男
女
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
６
月
７
日（
金
）

□申・□問 　
生
涯
学
習
課

　
（
内
線
５
０
５
４
）

市政教室の参加者募集

定　　員　17人〔先着〕　※初参加の方優先
参  加  費　無料（昼食は各自負担）
受付開始　６月４日（火）
注意事項　・お車でお越しの方は、総合運動公園内駐車場をご利用ください。
　　　　　・悪天候などにより、コース内容等が変更または中止になる場合があります。
　□申 ・□問 　秘書広報課（内線4024）

と　　き
6月26日（水） 6月27日（木）

午前９時45分～午後３時30分 午前９時45分～午後３時30分

見   学   先

〇北上川「脇谷洗堰 ・ 脇谷閘門」
〇道の駅「上品の郷」（昼食各自）
〇復興まちづくり情報交流館「雄勝館」
〇雄勝地区震災慰霊公園
〇雄勝ローズファクトリーガーデン

〇石巻魚市場
〇復興まちづくり情報交流館「中央館」
〇いしのまき元気いちば（昼食各自）
〇かわまち交流センター「かわべい」
〇国指定名勝「齋藤氏庭園」

集合場所 ①市役所１階北側玄関（駅側）総合案内所前　午前９時45分
②総合運動公園内バス駐車場（南境）　午前10時

要電話予約

と
き　
６
月
29
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
図
書
館

対
象　
４
歳
以
上
中
学
生
以
下

　
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
８
組〔
先
着
〕

※
は
さ
み
持
参

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
、電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
６
月
３
日（
月
）～
12
日

（
水
）は
電
話
の
み
、８
日

（
土
）・
９
日（
日
）は
受
け
付

け
不
可
）。

申
込
開
始　
６
月
１
日（
土
）

□申・□問 　
図
書
館

　
☎
９
３－

８
６
３
５

出
演
者　
今
野
愛（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
　
　
　
千
葉
敦
子（
ピ
ア
ノ
）

と
き　
６
月
６
日（
木
）

　
午
後
０
時
20
分
～
40
分

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
市
議
会

議
場

□問　
議
会
事
務
局

　
（
内
線
６
９
１
７
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
短
期

補
助
員
の
登
録
者
を
募
集

小・中
学
校
プ
ー
ル

監
視
員
の
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催

の
申
し
込
み
受
け
付
け
中

市
政
功
労
候
補
者
の

推
薦
を
お
願
い
し
ま
す

友
好
都
市
35
周
年
記
念
事
業

温
州
市
市
民
訪
問
団
員
を
募
集

街
な
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
募
集

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
は
、飼
い
主
の
義
務
で
す

石
巻
地
区
青
年
文
化
祭

の
実
行
委
員
を
募
集

市
議
会「
第
25
回
議
場

コ
ン
サ
ー
ト
」

「
環
境
市
民
講
座
」

受
講
生
募
集
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

出
張
相
談
会

石
巻
合
同
企
業
説
明
会

七
夕
か
ざ
り
を
作
ろ
う
！


